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宮城県における水稲品種「ひとめぼれ」の窒素保有量と籾数

伊藤  修・佐藤 健司*・ 中鉢 富人 l・・・佐々木次郎・日塔 明広・我妻 因信
(宮城県農業センター・

十
宮城県園芸試験場・・ 1山台市農政事務所)

Relation Bet、 veen Arnount of Jヽ bsOrbed Nitrogon and Number oF Spikelets per Square lvleter in

Rice Cultivar ``Hitomeborc" in llliyagi Prefecture

Osumu 1lou,Kenii SADDじ *,TomiO CHuBAcHlキ 十
,」 irO SASAKl,AkihirO NirTou and Yorinobu AcATUMA

(M″
曇
冨II憲t視:鮒:tilTILF竃為1躙霊51e:麗it″

∞hd)

1  は  し  め  に

本県におけるひとめばれの慣行栽培では,粒厚19画以
Lを想定した高品質安定生産のためにはど当たり籾数とし

てピ当たり2万 8千～ 3万粒が適正と報告した も そのた

め,本報告では,幼穂形成期と穂揃期の窒素保有量と籾数

及び穂揃期の窯素保有量と玄米窒素濃度との関係について

検討したので,その結果について報告する。

2試 験 方 法

本試験は 前報 1'の同場試験から稲体及び玄米を採取 し
て行った。稲体は,1990.1991.1999年 それぞれに幼穂形

成期が7月 10日 ,7月 10日 ,7月 7日 ,穂揃期が8月 10日
8月 10日 ,8月 5日 に採取した。1990,1991年 には, 1区
当たり稲体 5株を採取し,80℃ で48時間送風乾燥後,秤量,

粉砕し,硫酸過酸化水素分解法で分解した後,ブ ランルー

ベ製オートアナライザーAACS■ 型で乾物の窒素濃度を

測定し,乾物重から稲体窒素保有量を算出した。1999年 に

は, 1区当たり稲体 2株を採取し,60℃ 481寺間送風乾燥後 ,

1990,1991年 と同様の分析を行った。

3 試験結果及び考察

図 1に穂揃期のイ当たり窒素保有量 (以後,窒素保有量)

とば当たり籾数 (以後,籾数)の関係を示した。籾数は,
出穂期あるいは穂揃期の窒素保有量が関係していると言わ

れているが,本県のひとめばれ,ササニンキについても穂

揃期の窒素保有量が増加するにつれて籾数が増加する傾向

が見られた。しかし,籾数の増加率は窒素保有量レベル_し

がるほど鈍化 したため, 2次式で近似された (表 1)。

表 1 穂揃期窒素保有量と籾数

年次 寄与率
ひとめばれ 1990 y=-0231X2+5338X~ 0899

近 似 式

1991  y=-0183X'+5008X  0867
1990 y=-0229X2■646X  0947ササニシキ 1990 y=-0229X2■ 646X  0947
1991 y=-0247X'+6441X  0860

なお,1990,1991年 では両品種とも年次変動は小さく,

1999年に行った試験においてもほぼ同様の結果であった

(データ省略)。 同一の穂揃期窒素保有量レベルで比較する

と,ひ とめばれはササニンキよりも籾数が少なく,窒素保

有量当たりの籾数が少ないものと考えられた。

穂揃期の窒素保有量と籾数の関係から,ひ とめばれの適

正籾数 2万 8千～ 3万粒/どの確保を考えると,穂揃期の

窒素保有量としては73g～ 78g/ポが適当と推定された。
穂揃期の窒素保有量と籾数に関係が見られるように幼穂

形成期の窒素保有量が籾数に影響することが知られている。

また,本県のひとめばれ栽培では,幼穂形成期及び減数分

裂期に空素成分でそれぞれ01峰/aの追肥が慣行になっ
ているので,幼穂形成期の生育診断は重要である。図 2に
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図1 穂揃期窒素保有量と籾数
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幼穂形成期窒素吸収量(ノポ)

図2 幼穂形成期窒素吸収量と籾数
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は,幼穂形成期の窒素保有量と籾数についての関係を示し

た。幼穂形成期の窒素保有量の増加とともに籾数が増加し

ているが 幼穂形成期追肥の有無により回帰が異なってお
り,その後の窒素吸収が影響すると考えられる:幼穂形成

期の窒素保有量は,籾数を予測する目安として活用できる

と考えられるが,その後の肥培管理を加味する必要がある

と推察される。

この関係から,幼穂形成期追肥の施用を前提に,日標と

する2万 8千～ 3万粒/nfの籾数を確保するためには,幼

穂形成期の窒素保有量として53～58g/ピが適量と考え

らオιる。

468101214

穂揃期窒素保有量(ノポ)

図3 穂揃期窒素保有量と玄米窒素濃度

図 3にひとめばれの穂揃期の窒素保有量と玄米窒素濃度

の関係を示した。ひとめばれでは,籾数の増加とともに玄

米窒素濃度が上昇する傾旬が見られたが,穂揃期の窒素保

有量が増加した場合にも玄米窒素濃度か上昇する傾向が見

られた。玄米窒素濃度には,登熟期間の気象や窒素吸収量

等も影響するものと考えられるが,穂揃期の窒素保有量も

玄米窒素濃度に影響するものと推lllさ れる。本県のひとめ

ばれ慣行栽培では,穂揃期の窒素保有量として88を超え

ると玄米窒素濃度13%以上の玄米の出現頻度が高まるこ

とが懸念されるが,穂揃期の窒素保有量が73～ 78g/11■

であれば,玄米窒素濃度の上昇への影響が少ないため,玄

米窒素濃度の上昇による食味の低下への影響も小さいもの

と考えられた。
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ひとめばれ,ササニシキとも穂揃期の窒素保有量と籾数

の間には密接な関係が認められた。また.lIIl一の穂揃期の

窒素保有量レベルで比較すると,ひ とめばれはササニシキ

より籾数が少なかった。

穂揃期の窒素保有量と籾数の関係から,ひ とめばれの本

県慣行栽培における適正籾数 2万 8千～ 3万粒/ぷでは,

穂揃期窒素保有量として73～ 78g/ピ と推定された。ま

た,幼穂形成期の窒素保有量は,そ の後の施肥管理等を加

味する必要があるが,籾数予測の目安と考えられ,幼穂形

成期追肥施用を前提にした場合,幼穂形成期の窒素保有量

としては,53～ 58g/111が適量と考えられた。

また,穂揃期の窒素保有量が上記のレベルでは,玄米窒

素濃度への影響は小さく.玄米窒素濃度の L昇による食味

低下への影響も少ないものと考えられた。
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